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2004年はカナダと日本の外交開始

7 5周年、その春、私はカナダの

Toronto大学、OttawaにRoyal Society

を訪問する機会があり、何かできな

いかという話になった。帰国すると

カナダ大使館の科学参事官のテリオ

ウさんから相談があり、記念事業を

企画したいということになった。

21世紀の日本とカナダとはどんな

存在か？　両者は巨大国家の横で目

立たない存在になるか？　何が課題

か？　確かに、日本では女性問題で

はないか？　カナダでは工学部系で

さえも学生の35％が女性、子どもの

理科離れなど問題ないといわれた。

国連の指標を見てもカナダはもっと

も女性の社会参加の進んでいる国の

一つである一方で、日本はかなり遅

れている。私が『学術の動向』などに

書いているように（1－6）、日本社会

で女性の立場は研究者も例外ではな

いが、先進国の中ではひどい状況で

ある。国連調査でも日本の女性の開

発指数等では世界8位程度（カナダは

1位）と高いが、女性の社会進出指標

で日本は世界43位程度になるのだ

（カナダは8位）。もったいないでは

ないか。なぜか考えたことがある

か？　そこで、21世紀の始まりにあ

たってカナダと共有すべき日本のテ

ーマはこれだ、と決まった。

11月、カナダ大使館で2日にわた

ってシンポジウムが開催された。何

人かの女性の都合がつかず、はじめ

の基調講演は私に、第2日の最後の

基調講演はカナダのRoyal Society

会長のAlper教授、後はすべてカナ

ダと日本から全部女性で二人ずつ、

五つのパネルセッションとなった。

本当にいい会議であった。レセプシ

ョンには高円宮妃殿下、緒方貞子さ

んたちが来てくださった。

これを機会に翌年の春から、文部

科学省の応援もえて、さしあたり年

に2人、相互に1週間、女性研究者の

交流プログラムが始まった。ほかと

違う一つの条件は、研究者訪問だけ

でなく、訪問先のどこかの学校で生

徒に話をすることだ。英語になるの

で、日本への訪問者は高等学校へ行

くことになる。特に女子生徒に科学

研究は面白いと感じてほしい、生き

生きした現役研究者の情熱を感じて

ほしいのである。日本学術会議が窓

口であるものの、実務はお茶の水女

子大学が引き受けてくださることに

なった。ありがたいことである。今

年まで、日本から2人、カナダから3

人の交流だが、企業も、個人もスポ

ンサーになってこの女性研究者交流

活動を広げたいものである。ご支援

に、そして事業に興味のある方たち

をご紹介いただきたい。
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「事始め」

（くろかわ　きよし）
日本学術会議会長、東海大学総合科学
技術研究教授、東京大学先端技術研究
センター教授（客員）
専門：臨床医学
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科学者」月刊『学術の動向』日本学術
協力財団、平成17年4月号、ｐ23－27
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阪教育大学長）・松原達哉（東京福祉大
学大学院教授）・金澤一郎（国立精神・
神経センター総長）共編 「子どものこ
ころの見方、育て方─理解し、育み、守
るために─」pp.Ⅴ～Ⅶ，平成18年7月

黒川 清
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日本・カナダ女性研究者交流事業：
第1回、第2回のプログラムを終えて

（むろふし　きみこ）
日本学術会議連携会員、お茶の水
女子大学教授
専門：細胞生物学

室伏 きみ子

「事始め」にあるような経緯で、日

本・カナダ両国の若手女性科学者の

交流事業が開始される事となった。

そして、黒川会長から「お茶の水女

子大学がこの事業の実務を担当して

欲しい」と依頼され、本田和子前学

長と相談の上で、本学の『サイエン

ス＆エデュケーションセンター

（SEC）』の仕事の一環としてお引き受

けすることとなった。

事業のあらましが固まり、2005年

春から実施に移されたが、これは、

科学研究交流に加えて、若い女子生

徒や子どもたちとの交流を通した啓

発活動を特色としたプログラムであ

る。1年目はカナダから2名の若手女

性研究者を招聘し、2年目は、カナダ

から1名の招聘と、日本から2名の研

究者の派遣を行った。3年目は、カナ

ダから1名を招聘し、日本から2名を

派遣する予定である。この間、カナ

ダ大使館、日本学術会議、文部科学

省、そして訪問先の機関の方々に大

層お世話になった。また心をこめて

サポート活動に当たっている佐藤明

子さん、森富子さんにも大変感謝し

ている。

私たちの役割は、以下のようなも

のである。

先ず事前に、①カナダから派遣さ

れる研究者が決定した段階で、その

方々と連絡を取り、訪問日程を決定

する。そして、②訪問を希望される

機関の研究者と相談の上、訪問日程

を調整する。③複数の高等学校に問

い合わせて、訪問計画を立てる。講

演内容について学校側と相談し、そ

の希望を研究者に伝える。必要な場

合は通訳を手配する。さらに④カナ

ダ大使館、日本学術会議、文部科学

省を訪問する日程を調整する。⑤ホ

テルや交通機関の予約等を行う。⑥

日程が固まったところで、文部科学

省に旅費の請求書類を作成し、提出

する。

滞在中は、①成田あるいは最寄り

駅までの送迎を行う。②第1日目に旅

費を手渡し今後の予定について説明

する。③訪問機関への送迎は、訪問

先と相談の上行う。④高等学校での

講演で必要な資料を作成し、本学の

サポーター3名が同行してお手伝いす

る。⑤文部科学省、日本学術会議、

カナダ大使館への送迎を行う。⑥お

茶の水女子大学の女子学生との交流

の場（セミナー、食事会等）を設ける。

事後には①報告書の作成と日本学

術会議等への送付を依頼する。②旅

費の精算のための書類と報告書を作

成し、手続きする。

1年目、2年目のカナダからの招聘

研究者の活動について、以下に簡単

に紹介する。いずれも優れた研究実

績を持ち、かつ子どもたちの科学教

育に深い関心を持つ若手研究者であ

る。
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【１年目招聘研究者】
Jillian M. Buriak博士
：アルバータ大学教授（化学、ナノマテリアル）

滞在期間：2005年2月28日～3月5日

筑波大学大学院数理物質科学研究科、早

稲田大学理工学部、お茶の水女子大学理学

部を訪問、セミナーを実施し、研究者との

交流を深めた。また群馬県立高崎女子高校

とアメリカンスクールで、高校生向けに講

演を行った。さらに、国立女性教育会館で

の会合に出席し、カナダ大使館、文部科学

省を表敬訪問して、情報交換と本事業につ

いての意見交換を行った。日本学術会議訪

問はできなかったが、黒川会長等とカナダ

大使館で会見した。

Freda Miller博士
：トロント大学教授（医学、神経生物学）

滞在期間：2005年3月19日～3月28日

慶應義塾大学医学部、京都大学ウイルス

研究所、お茶の水女子大学理学部を訪問、

セミナーを実施して、研究者と交流を深め

た。また、お茶の水女子大学附属高等学校

及びアメリカンスクールを訪れ、それぞれ

高校生向けの講演を行った。さらに、カナ

ダ大使館、文部科学省、日本学術会議を表

敬訪問し、意見交換を行った。

【2年目招聘研究者】
Mona Nemer博士
：モントリオール大学教授（薬学、心筋疾患）

滞在期間：2006年3月19日～3月25日

千葉大学医学部、筑波大学先端学際領域

研究センター、お茶の水女子大学理学部を

訪問し、セミナー及び研究者との交流を行

った。また、お茶の水女子大学附属高等学

校にて、女子高校生に向けた講演を行った。

さらに、カナダ大使館、日本学術会議、文

部科学省を表敬訪問した。

なお、日本から派遣したお二人について

は、本号の記事を参照されたい。

研究者交流や、大学生、大学院生向けの

セミナーも意義あるものであったが、高校

生に向けた講演会は、いずれも素晴らしい

成果を挙げた。社会における科学の役割、

研究の最前線、女性研究者の生き方等につ

いての講演を聴いた高校生たちが、将来の

自分たちの姿をそこに重ねて、活発な質疑

応答を行ったことは、期待した以上の成果

であった。生徒たちが、貴重でかつ楽しい

経験であったとの感想を数多く寄せている

こと、そして何よりも、カナダからの研究

者の方々が、意義深い交流だったと喜んで

下さっていることは大層嬉しいことである。

しかし1年目、2年目共に、招聘時期が学

年末の繁忙期であったため、高等学校や大

学訪問の日程調整が難しかった。学年末を

避けて、受け入れが容易な時期を選ぶ事が

好ましいと考えられる。

また、この事業を継続していくためには、

文部科学省だけでなく、多方面からの支援

を得る必要があろう。黒川会長も言われて

いるように、今後この事業の応援団を集め

る事を考えなければならないと思う。
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日本・カナダ女
性研究者交流事
業を終えて

（かとう　みさこ）
お茶の水女子大学大学院人間文化研究
科助教授
専門：植物生理学

加藤 美砂子

平成18年3月25日土曜日の夕方、1週間の

予定で、私は初めてのカナダ訪問に旅立っ

た。カナダは初めて、ましてや異国にアウ

トリーチ活動に行くのも初めてということ

で、緊張の中で出国ゲートを抜け機上の人

となった。

到着したトロント空港は非常に整備され

た無駄のない現代的な空港という印象であ

った。トロント空港から車でGuelphに向か

ったが、車窓から見える景色はトロント空

港での印象とはだいぶ異なるものであった。

のどかな牧場、歴史を刻むstone house、広

大なトウモロコシ畑などを食い入るように

みつめながら、約45分間のドライブの後に

滑り込むように目的地Guelphに到着した。

今回の訪問先は、University of Guelph、

Univers i t y  o f  Water loo、St .  John ' s -

Kilmarnock School の3校であった。それ

ぞれの訪問先での活動の一部について簡単

に紹介させていただく。

1 University of Guelph

University of Guelphは1874年に創立さ

れたオンタリオの農業学校を前身とし、

1964年に総合大学となった。現在は七つの

Collegeから構成されている。この大学で私

を迎えてくださったのは、Prof. Michael J.

Emesであった。Prof. EmesはCollege of

Biological ScienceのDeanであり、公的に

非常に多忙な日々をおくられている。専門

は植物生理学で、現在は、植物のデンプン
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生合成に関する研究を行っている。Prof .

Emesが綿密に計画をたててくださったお

かげで、今回の訪問はきわめて有意義なす

ばらしいものになった。

University of Guelphでは、私の研究テ

ーマである「植物のカフェイン生合成」に

関するセミナーを行った。多くの方々に参

加していただき、活発なディスカッション

を行うことができた。さらに、Prof. Emes

は、11名の研究者と一対一でミーティング

を行う機会を設けてくださった。このミー

ティングでは研究はもとより、話題は大学

の体制、グラントの取り方、研究とメディ

アのあり方、日本とカナダの相違、女性研

究者談義にまでおよんだ。特に研究とメデ

ィアのあり方を力説されたDr. Massimo F.

Marcone（Adjunct Professor, Department

of Food Science, Ontario Agricultural

College）とのミーティングは大変印象に残

る も の で あ っ た 。 Dr.  Marconeは 、

Accurate、Balance、CurrentlyというABC

が科学研究の成果を報道するうえで重要な

ことであり、研究はメディアに利用されて

はいけない、メディアを利用しなければな

らないというポリシーを語られていた。日

本でも科学リテラシーの重要性が叫ばれて

いる昨今であり、科学によって得られた成

果の末端だけを誇張したテレビ番組を鵜呑

みにする聴衆が増えている。Dr. Marcone

に日本のメディアの現実と私見を求められ

たが、状況は同じであり私も博士の意見に

賛成であるというほかはなかった。科学者

でなくとも報道された事実を批判的に受け

止めるくらいの知識を備えた人材を育成す

ることが大学の使命ではないかと申し上げ

た。また、Dr. Yoshinori Mine（Professor

and  Cha i r  in  Egg  Mater i a l  Sc ience ,

Department of Food Science, Ontario

Agricultural College）からはカナダの大学

制度や大学の実情について、かなり詳しく

説明していただいた。日本と大きく異なる

点は大学院生に研究室から給料を支払うこ

とである。説明によれば、研究室で研究を

行うことは労働であり、summer student

にも賃金を支払うそうである。（この事実

は、後述の女性研究者問題のときにも必ず

ついてまわることになった。）私も日本とは

異なるこの制度は知っていたが、あくまで

も机上の知識であった。それまでのミーテ

ィングで「研究室には何人学生がいるの

か？」と尋ねられ、「7名です。」と答えると、

相手が過剰反応を示すことがあった。質問

をした彼らにとって、学生の数イコール獲

得した競争的資金の額であったのだと、疎

い私はようやく理解することができた。

Prof. Emesの案内でScience Complex

という建設中の建物の見学をさせていただ

いた。工期が分かれているので、建物の一

部は既に完成して使用されている。講義室

や実習室等の教育用のスペースと、研究室

があり、屋上はガラス張りの巨大な温室に

なっていた。質量分析計やNMR等の共通使

用の大型機器室もあり、研究環境としては

大変整っているように感じた。大学院生や
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ポスドク等のデスク専用の部屋もあり、実

験とデスクワークのスペースを分離させ、

機能的である。余談であるが、このような

最新鋭の建物を造る一方で、Prof. Emesの

Deanのオフィスは、一戸建ての家であっ

た。学内にはこのようなオンタリオの農業

学校であった時代に造られた家が点在し、

ある家はこのようにオフィスとして、また

ある家は学生のレジデントとして使われて

いるということであった。古いものを活用

しながら、それに固執することなく、新し

いものも積極的に取り入れていくカナダに

暮らす人々の気質を垣間見たような気がし

た。

Univers i t y  o f  Gue lphに お い て 、

Compar ing  Japanese  and  Canad ian

Experiences というタイトルのワークシ

ョップで、日本の女性研究者を取り巻く現

状について講演する機会をいただいた。こ

の ワ ー ク シ ョ ッ プ は 、 Dr.  Va ler ie

Davidson、Dr. Janice De Moor、 Dr.

Peggy Pritchardの3名の女性研究者にオ

ーガナイズしていただいた。Dr. Davidson

はSchool of Engineeringの教授をしなが

ら、女性研究者支援のための活動をしてい

る方で、私との連絡やワークショップの雑

事はすべて彼女が行ってくださった。Dr.

MoorはUniversity of GuelphのWomen in

Science and Engineeringのプロジェクト

マネージャーである。Dr. Pritchardは最

近、“Success Strategies for Women in

Science”という本を出版した女性研究者

問題の専門家である。女性の大学院生、ポ

スドク等が参加し、総勢20名のワークショ

ップとなった。初めに私が、“Women in

Science and Technology in Japan”とい

うタイトルで、日本の女性研究者の統計デ

ータや文部科学省の女性研究者支援の取り

組み、理系の人材育成をめざした高校生向

けの活動を紹介した。女性研究者が少ない

というのは、日本もカナダも同じであり、

提示したデータに関してかなり親近感を持

って聴いてくれたようであった。その後の

フリートーキングでは、その場に集まった

若い女性研究者の卵たちの最大の関心事で

ある「どのようにして職を得るか」という

話題となった。悩みは日本もカナダも同じ

であるが、話をきいていて、カナダのほう

が女性研究者に対して企業が門戸を開いて

いるような印象を受けた。女性にとって働

きやすい企業に勤めたいという希望も多い

ようであった。「日本では女性が職を得る

今回の交流事業に関して完璧
なオーガナイズをしてくださ
ったProf. Emes。オフィスと
して使用している stone
houseの前で撮影した。
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ための支援はあるか」という質問が出た。

女性を登用しようという提言は多く出され

ているが、女性研究者が職を得るための具

体的な支援策はまだ実現していないと答え

ると、うなずく人たちが多かった。

このワークショップに出席して驚いたこ

とは、大学院生やポスドク等の女性研究者

たちが、現在の制度や世の中のしくみにつ

いて大変真剣に考えている点であった。日

本の同じ立場の若手の女性研究者たちは、

自分たちが渦中の人であるのにもかかわら

ず、制度を考えるのは私たちではなくもっ

と年齢が上の人であり、どうにかしてほし

いと他力本願のような気がする。もちろん、

このワークショップに集まってきた女性た

ちは目的意識の高い人たちなのだと思う

が、日本でも、職を探している若い人たち

が自らアクションを起こすようなことが必

要ではなかろうか。また、発展途上国から

の留学生から、先進国と発展途上国ではこ

のような問題の解決法は異なるのではない

かという発言があった。世界全体に目を向

けていかねばならない課題であることを痛

感した。

2 University of Waterloo

University of Waterlooは6学部から成る

総合大学である。University of Guelphと

は異なり、この大学は工学部が特に有名で

ある。また、大きな特色として数学が

Faculty of Mathematics（数学学部）として

独立していることがあげられる。ここでの

ホストであるProf. John Thompsonは、植

物生理学を専門とする教授であるが、

Associate Vice-Presidentとしても活躍さ

れている。Prof. Thompsonを中心として、

フリートーキング形式でWomen in Science,

Engineering and Technologyについて議

論した。カナダでは女子大学（女性だけの

総合大学という意味）は存在しないそうで、

私の所属がお茶の水女子大学であったた

め、日本ではどのような学生が女子大学に

入学するのかという質問攻めにあった。ま

た、工学部系の女子学生が少ないこと、就

職先を探すのは大変であること等は、日本

と共通であった。工学部と企業との国際共

同研究も数多く行われているという話をう

かがったが、そのことを実感したのは昼食

をとったUniversity Clubでのことであっ

た。そこでは、背広姿の日本企業戦士の日

本語が飛び交っていた。

Department of Biologyの女性の大学院

生や大学生とオープンディスカッションを

行う機会をいただいた。話の流れで、日本

の大学院生には給料がなく、授業料を支払

っ て 研 究 を し て い る と 説 明 す る と

University of Guelphでの反応と同じもの

が返ってきた。大学院を出ても職業を探す

ことができるのか不安に思っていること

は、やはり、どこでも同じであった。比較

的若い学生が多かったので、なぜ、生物学

を専攻したのかという理由を述べてもらっ

た。高校の先生の勧めでという答えが思い
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のほか多く、予想外であった。中には両親

の勧めでという答えもあった。自由闊達な

彼女たちは、自らの意志で将来を決めたの

だとばかり思っていた。素直に他人の助言

を受け入れることもできる懐の深さがある

のだろうか。高校生に対する理科教育の大

切さを痛感した瞬間であった。

3
St. John's-Kilmarnock 
School

University of Guelphから車で約30分の

ところにある私学を訪問した。ホストは生

物の教諭であるMr. Ian Hornsbyである。

St. John's-Kilmarnock Schoolは幼稚園か

ら高校まで同じ敷地にあり建物がつながっ

ているので、廊下を歩くと幼稚園児とすれ

ちがう。日本でも幼稚園から高校までの私

学は多いが、同じ建物で幼稚園児と高校生

が勉強するという話はまれではなかろう

か。廊下を歩くとお散歩の幼稚園児の集団

と遭遇することもあり、最初は面食らった

が、そのおかげで学内が非常に柔らかい雰

囲気をかもしだしているように思った。

体育館に女子高校生を集め、白い壁に液

晶プロジェクターでスライドを映しなが

ら、私の研究テーマである植物の二次代謝、

そして二次代謝産物の一つであるカフェイ

ンを作る酵素とその遺伝子をチャやコーヒ

ーの葉から単離したこと、およびこの成果

の応用について説明した。小さな教室で1

クラスの生徒に説明するつもりでいたの

が、大きな会場、たくさんの女子生徒（人

数を聞き忘れたが100名程度が体育館の床

に座り込みながら私の話を聴いていた。）

で、大変嬉しく思った。講演をしながら生

徒の様子を見ると、真剣にきいている者が

多かったことも話にはずみをつけた。

少しでも私の講演に関心をもらいたいと

思い、私の研究材料であるチャ葉にちなみ、

緑茶のティーバックとKit Katというチョコ

レートの一種で、（おそらく）日本限定版で

ある抹茶入りの緑色のチョコレートを成田

空港で購入してお土産に持参した。Kit Kat

は世界中で売られているチョコレートであ

り、カナダの人々にとっても非常に身近な

お菓子である。その身近なお菓子にお茶の

葉が入って緑色をしているというので、先

生も生徒も珍しがって、チョコレートはあ

っという間になくなってしまった。生徒の

頭の中で、カフェインと茶は見事に結びつ

いたようで、成田空港で急に思いついた私

Dr. Thompsonとオープンディ
スカッションに参加した学生
たちと共に。前列左端が筆者。
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の作戦が成功したことも嬉しかった。

講演の後に物理学、運動生理学、化学の

授業の様子を見学した。このときにある教

室で、男子生徒から質問があった。彼は私

の講演を聴かなかったので、講演の内容に

ついて教えてほしいというものであった。

口頭で簡単な説明すると、また質問が返っ

てきた。私はカフェイン生合成酵素遺伝子

の利用方法として、遺伝子組換えによって

カフェイン含量を低下させた植物体を作る

可能性しか説明しなかったのであるが、彼

の質問は「他の植物にカフェインを作らせ

ることはできないのか？」「カフェインを含

まないデカフェは既に市販されているでは

ないか？」といった的を射たものであった。

生物学の基礎知識もしっかりしていて、も

しかすると高校生向けにアレンジした私の

講演は易しすぎたかもしれないと思ってし

まった。

授業中も質問が多く、生徒が積極的に授

業を活用しようとする意欲が感じられた。

Mr. Hornsbyは紙の模型を生徒に作らせな

がらDNAの構造の説明をしていたが、生徒

を飽きさせない話術の巧みさと教材の上手

な使い方に目をみはった。教科書を見せて

いただいたが、生物学の教科書は日本の教

科書の概念をくつがえすような、ハードカ

バーの分厚いものであった。12年生用の教

科書（高校の最終学年用）のレベルは高く、

大学の初学者程度ではないかと思う。私学

のオリジナルの教科書かと思って確認した

が、一般の教科書だという。確かに表紙に

は大きく“Biology12”と書かれていた。教

科書に記載されている内容のすべてを教え

ているのかどうかはわからないが、座右の

書として、高校卒業後も手元に置いてとき

どき紐解いて眺めるのに十分に役立ちそう

な本である。学びたい者は学べという精神

なのかもしれない。さらに、希望者にはバ

イオテクノロジーの実習を行う機会を与え

ているそうだ。日本では高校に装備されて

いないような、DNAの電気泳動装置などが

学校のニュースレターから抜粋し
た筆者の講演を伝える記事。写真
は講演を行った体育館で、生物の
教諭　Mr. Hornsby と共に。背
景に私の使用した液晶プロジェク
ターのスライドが見える。
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たくさん用意されていた。大学の先生が派

遣されて教える場合もあるが、通常は、高

校の教員が自ら教えているそうである。卒

業生と高校との結びつきも深いらしく、卒

業生が実験の手伝いに来てくれるとのこと

であった。人材を育て、育った人材がフィ

ードバックするというあたりまえのことが

とても大切なのだと改めて感じた。

St. John's-Kilmarnock Schoolで、一人

の若い日本人女性スタッフに出会った。一

年間この学校でボランティアとして、幼い

子どもたちに日本の文化を教えているそう

だ。彼女は、日本に戻ったら中学の教師に

なりたいと語っていた。一年間の経験は彼

女をたくましく成長させるに違いない。グ

ローバルな視点を備えたすばらしい教師に

なってほしいと願わずにはいられなかっ

た。

たった一週間の訪問であったが、私にと

って密度の高い大切な一週間となった。ど

のような長い文章をしたためてもこの一週

間の経験を十分に説明することはできない

であろう。この経験は、私が今後、社会へ、

また若い世代へと私自身の行動を通して伝

えていくことによって新たな命を吹き込み

たいと思う。研究者の視点からのアウトリ

ーチ活動を今後も継続して行っていきたい

と考えている。

謝辞

今回の交流事業に参加する機会を与えて

くださいました日本学術会議の黒川清会長

とRoyal Society of CanadaのHoward Alper

会長に深謝いたします。

カナダでの訪問全般に関する統括を行っ

てくださいました、University of Guelph

のProf. Michael J. Emes に心より感謝い

たします。University of Waterloo でのス

ケジュールを企画していただきましたProf.

John Thompsonにも感謝いたします。

また、交流事業への参加にあたり有益な

御助言をいただきましたお茶の水女子大

学・室伏きみ子教授にも御礼申し上げま

す。
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日加女性理系研究者
講師交換プログラム
参加レポート

本間典子

平成18年3月22日から4月1日まで、私は、日

加女性理系研究者講師交換プログラムに参加致

しました。本プログラムは、日加国交70周年を

迎えた2003年に日本学術会議・The Roya l

Society of Canada 間において発案され、両国

の女性理系研究者の増加と支援を目的として始

まった交換プログラムです。

私の志望動機は三つありました。一つは、カ

ナダの小・中・高校における科学教育の体験で

す。日本では、若者の理科離れが問題になって

いますが、カナダでは理科好きが増加していま

す（TIMSS調査参照）。カナダの科学教育と、

カナダの研究者によるアウトリーチ活動の実態

を知りたく思いました。

二つ目は、カナダの女性の活躍についてです。

カナダは社会自体が成熟しており、女性が元気

に活躍できる国です（UNDP＝国連開発計画の

報告参照）。カナダの女性育成の現状と応援プ

ログラムについて知りたく思いました。

そして何より、世界の子どもたちと科学を楽

しみたい、これが三つ目の最も大きな動機でし

た。私は、大学院生の時に科学教育に関心を抱

き、リバネス（http://www. leaveanest.com）

というバイオ教育の会社の立ち上げに参加いた

しました。同社で、ボランティアとして科学実

験授業の企画運営を行って4年になりますが、

日本全国、子どもたちが科学を楽しむ目の輝き

（ほんま　のりこ）
東京大学大学院医学系研究科助手
専門：細胞生物学
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は、いつも私を魅了し、いつしか、世界の

子どもたちとも言葉の壁を越えて科学を楽

しむことが、私の一つの夢となっていまし

た。

このような動機のもと、私は、アルバー

タ州エドモントンとオンタリオ州トロント

を訪れ、子どもたちと科学を楽しみ、科学

の好きな女の子たちと交流し、カナダの科

学教育に触れて参りました。訪れた先は、

小学校3校、高校3校、科学教育関連機関6

カ所で、この間に日本の科学教育について

のプレゼンテーションを3回、科学実験授

業を2日間行いました。また、空いた時間

には、解剖学教室見学（トロント大学）、

オペラや演劇鑑賞、ナイアガラ観光などを

行い、カナダの文化も満喫する有意義な10

日間となりました。

1 1947年の石油採掘以来、豊かで
科学教育が盛んな街エドモントン

エドモントンにある州立大学（日本の国

立大学に相当）が、医歯薬理系で評価が高

いアルバータ大学です。訪れたときには、

まだ雪が50cmほど積もっていましたが、2

年後の創立100周年に向けて、医科学系の

研究施設の大増設が進められていました。

この街でホスト役を務めて下さったのは、

理学部のMargaret-Ann Armour教授、教育

学部のPat Rowell教授、教育学部に属する

科学教育センター長のFrank Jakins氏の3名

で、素晴らしいプログラムを作成し、また

案内して下さいました（写真1）。

科学はアートなり!“Should've”：22日

の夜にArmour教授と鑑賞した劇“Should’

ve”は、現在コーネル大学教授のノーベル

賞学者Roald Hoffman教授（写真2）の科

学倫理を問う作品でした。「お父さんが死

んだ」から始まるこの劇は、微生物学者を

父に持つ娘と芸術家とその友人の会話で成

り立っています。娘は、微生物学者だった

父が、バイオハザードで仲間を死なせてし

まった責任を感じて自殺をしたことに疑問

を感じ、他の科学者で、自分の発見した結

果に責任を取っていない例（ノーベルなど）

を挙げて嘆きます。芸術家は、科学には力

があり、人を傷つけもするし、責任をとっ

たお父さんのことも分かると言って言い合

いが始まるのです。その後、対話を続けて

いくうちに、登場人物は双方の立場を理解

し合っていきました。内容も素晴らしかっ

たのですが、彼らの会話には、音楽の旋律

が掛け合うような美しさがあり、私は、室

内楽のコンサートを聞いている気分にな

写真1：エドモントンのホスト。左
からJakins氏、筆者、Armour教授、
Rowell教授。

写真2：Should'veの作者、ノーベル
賞学者Hoffman博士（左）と筆者。
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り、芸術性溢れるサイエンスコミュニケー

ションを満喫しました。

素晴らしい理科の授業：22日にRowell教

授と理科の授業を見学させていただいたSt.

Teresa catholic schoolは、カソリックの

公立小学校でした。まず驚いたのは、クラ

スの雰囲気です。子どもたちは、民族背景

も遺伝背景も違うので、同じ5年生でも、

背の高さや肌の色が様々です。全員ユニー

クなので、お互いを尊重することは当然の

ことで、小さな事でお互いを比較したり差

別したりせず、学習成績の違いもまた「個

性」と捉えており、子どもたちの関係性は

健康的に見えました。「ユニークな人材で

あれ」と言われる日本とは根本的に違うの

です。5年生の担任のSwinke l s先生は、

Rowell教授の教え子で、明るく、教育哲学

もビジョンも持つ素敵な女性でした。授業

内容は電気回路でした。生徒は、回路を組

み、出来た班は手を挙げます。先生は、正

しい時は「出来たね」と言い、正しくない時

は、その回路を組んだ背景となる生徒たち

の考えを推察しながら対話をしていきま

す。先生の知的な発問のもと、生徒たちが

自然に解に近づいていく姿に、私は感動を

覚えずにはいられませんでした。

CRYSTLでのセミナー：アルバータ大学

教育学部のCRYSTL（Centre for Research

in Youth, Science Teaching and Learning）

の目標は、大学以前の科学と数学の教養育

成に必要とされる技術及び資源を理解し、

具体的方法論を追求することです。公立学

校と提携して作成した、科学教育のプログ

ラムは、教育学部付属のImpe r i a l  o i l

national centre for mathematics, science

and technology education secondary

educationに納められます。このセンター

では、他にも百を超える科学教育団体の資

料があり、販売や貸し出しを行っています。

私はここで、日本のScience communication

の動向と科学者についての話をし、日本の

5年生の理科の教科書を回覧しながら議論

をしました。

活気溢れる公立高校 ：2 4 日午前は、

Armour教授とWP Wagner High Schoolを

見学しました。この高校は、科学に力を入

れている公立高校で、高大連携でDNA鑑定

など多様な先端科学授業を展開しており、

学校全体に活気と熱気が溢れていました

（写真3）。魅力的に感じたのは、大学の研

究者が頻繁に高校に訪れて授業をし、生徒

がランチタイムなどに進路相談も含めて交

写真3：DNA鑑定実験授業後の電気
泳動層を示す、Wp Wagner高校の
科学の先生。
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流できる文化でした（写真4）。

大学が率先して行う科学教育：その後、ア

ルバータ大学に戻り、大学以前の子どもた

ちや市民に対する大学院生や大学教員のア

ウトリーチ活動を斡旋する部署のリーダー

である、Ms. Renee Polzhein に会いまし

た（写真5）。この部署は、1999年に大学教

員が大学に要請して設置され、現在は、学

生、院生、ポスドクの10％、全教員の4％

が登録しています。この内80％以上が科学

分野の人々で、昨年度だけでも、42校2000

人の子どもたちに、様々な分野の科学実験

企画を実施しています。「『ボランティアを

するのは人として当然』という風潮のエド

モントン。活動は全てボランティアよ」と

Renee。活動に参加した生徒は良い刺激を

受け、また、参加者同士のコミュニティも

形成されています。「もし、あなたの大学

に同じような部署を作りたいなら、まずは

学長にお願いすること！」との激励に、東

大総長にお願いをする自分の姿を想像して

戦
おのの

きましたが、やはり大学主導で、科学分

野の教官や大学院生によるアウトリーチ活

動を支援したいと思いました。

女性科学者を育てるWISEST off ice：

WISEST（ Women  I n  S cho l a r sh i p ,

Engineering, Science and Technology）

は、1982年にMargaret-Annの尽力でアル

バータ大学内に設立された組織で、小・

中・高校、そして大学・大学院生にいたる

若い女性たちに科学技術分野への道を開

き、同分野の強化において性の多様性を増

加させることを目的としています。現在の

所長であるMs. Grace Ennisが、「WISEST

は、99％以上、Margaret-Annの尽力の賜

物なの。」というだけあって、Margaret -

Annの功績は大きく、アルバータ大学が誇

る人材の一人としてラウンジに写真が飾ら

れていました。WISESTの代表的な活動は

四つです。①毎年2月に開催される小学校6

年生対象の科学ワークショップ、CHOICE。

②毎年春に開催される高校生対象の科学ワ

ークショップ、SET。③高校2年生が6週間、

自分で選んだ分野の研究室に所属し、研究

を行うサマープログラム。④大学生及び大

学院生で作られ、秋から冬にかけて様々な

研究室ツアーや発表会を行う、女性研究者

コミュニティUA-WiSE（Women in Science

and Engineering）。私は、これらの企画を

参考にして、帰国後良い企画を作っていき

たい旨を、エドモントン最後の夜に相応し

写真5：アルバータ大学のアウトリー
チ活動斡旋部署。左から、筆者、
Ms.Polzhein。

写真4：ランチで交流する科学者、
教員、生徒。左から、先生、生徒、
先生、筆者、Armour教授。
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い素敵なカナディアンディナーをいただき

ながら、Armour教授やMs.Ennisに熱く語

りました（写真6）。

2
都会的で多様性に
富む街トロント

25日夜から訪れたトロントは、移住して

きた様々な民族が多様な文化を生み出して

いました。トロント大学は、カナダを代表

する大学で、様々な分野で著名な研究者を

輩出しています。校舎も、オックスフォー

ドやケンブリッチに似せて作った格式高い

もので、敷地全体も広く、カナダの土地の

豊かさに圧倒されました。25日夜に、トロ

ント大学の大学院生寮の一つ、Massey

collegeでの寿司パーティーに招かれまし

た。トロントでのホスト役のDirks博士

（写真7）が紹介してくださったMs. Mayu

Takasakiが主催したこのパーティーでは、

様々な分野の大学院生や卒業生からトロン

トの教育事情を教わり、様々な学校を紹介

していただきました。この旅は、このよう

にして旅の間にも進化を続けていきまし

た。

“What is l i fe?”小学校での科学実験授

業： 2 8 日から2 9 日にかけて実施した

Hillcrest community public schoolでの科

学実験授業“What is life?”は、この旅で、

私が最も準備し、緊張した企画でした。持

参した実験道具は20kgを超えます。本番で

は、幸いにも学校の先生たちとトロント大

学の大学院生の協力を得ることができ、子

どもたちと共にDNA抽出実験やDNAモデ

ルの作成を通じて生命について考えること

ができました（写真8）。実験も楽しく、初

めて見るDNAに、子どもたちの目は爛々と

輝いていました。29日は、DNAモデルを作

成し、その1部を、日本の小学校5年生が作

成したDNAモデルの1部と交換し、「国際

DNA組換え」を実現（写真9）。先生も子ど

もも“What's a cool model!”とDNAを前

に目を輝かせ、また、日本の小学生のビデ

オレターにも興味津々といった様子でし

た。アンケートを見る限り、私の伝えたか

ったことは伝わったようです。興味深いこ

とに、両国の5年生は「いのち」に対して同

じような意識を持っていました。

Ontar i o  I ns t i t u te  f o r  s tud ies

in Education（OISE）：29日のランチ

は、世界的に有名な教育研究センターOISE

で 知 識 構 築 を 研 究 し て い ら っ し ゃ る

写真７：トロントのホスト。Dirks
博士（左）。

写真８：大学院生が手伝って実験教
室。左から Dan、筆者、Michel。

写真6：カナディアンディナー。左
からArmour教 授、筆者、Ennis夫妻。
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Scardamaria教授といただき、食後、彼女

のラボでセミナーをさせていただきまし

た。前半は日本の科学離れ、サイエンスコ

ミュニケーターという職業の誕生やその養

成講座について紹介し、後半は、自分の日

本の小学校での体験や教育学者の必要性に

ついて自分の意見を述べ、質疑応答では、

日本の科学教育の実際の様子について語り

ました。

トロント大学解剖学教室：夕方、Massey

CollegeのLoryと共に、解剖学教室を訪れ、

Michael Willer教授に案内していただきま

した。教室には、Gray博士の勲章、解剖書

の初版本のほか、標本室には彼がスケッチ

した「標本」がずらりと並んでいて、見慣れ

たスケッチが3Dとして目の前に現れた感動

は筆舌に尽くし難いものがありました。そ

の他にも、解剖模型やプラスチネーション

が沢山準備されていて、他学部の生徒も解

剖を学べるようになっています（写真10）。

Massey Col legeでのdinnerとセミナ

ー：Massey Collegeに戻ると、Dirks博士

を始めとするMassey collegeの人々は、全

員黒いガウンをまとっていました。夕食会

場は、明かりを落とされ、テーブルが縦に

3列並んでいたので、思わずハリーポッタ

ーを想像してしまいました。夕食後のセミ

ナーでは、日本の科学離れの現状とサイエ

ンスコミュニケーター育成制度や、日本の

女性研究者の数や現状について紹介し、そ

の問題点や改善策についてもお話ししまし

た。Discussionでは、「伝えるべき科学と

はなにか」「コミュニケーションとはなにか」

「誰に科学を伝えるべきなのか」「女性をも

っと科学技術分野に導くにはどうすれば良

いか」について話し合いました（写真11）。

毎週金曜日にはこのようなdiscussionがあ

り、また、月に1度はHigh tableといって世

界中の著名な方々を招いての食事会もある

そうです。このcollegeにいるだけで、教養

や人脈が深まっていく様子が、素晴らしい

と思いました。

利 発 な 子 ど も に 圧 倒 さ れ た I C S

（Inst itute of  chi ld study）：30日

に訪れたICSは、OISEの「教育研究校」で

あり、事実上エリート養成所でした。入学

待ちの子どもは1000人を超え、親は、子ど

もが生まれると同時に登録をするといいま

す。子どもたちは全員聡明そうな顔立ちを

しており、30分刻みにも関わらずリラック

スして授業に望んでいる姿が深く印象に残

写真10：トロント大学解剖学教室見
学。左からLory、Willer教授、筆者。

写真９：国際的DNA組み換え。左
から筆者、５年生の担任のBrand-
Jacobsen先生。
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りました。見学した授業は4年生で、先生

が1人、OISEの大学院生が2人いました（写

真12）。どのように学んでいくかも生徒た

ちが決めており、Scardamaria教授が作成

したソフトknowledge forumについても、

その4年生が明快な説明をしてくれました。

例えば光について学ぶ際、子どもたちは、

ある光の現象をまず見せられ、その現象の

起こる仕組みについての考察をそのソフト

上でDiscussionしていきます。議論が建設

的になるよう、コメント欄には、popup式

で「My theory is」や「I agree with」などの

書き出し文が選べます。また、それぞれの

スレッドの関係性についても分かるような

仕組みになっており、研究者は、後に時系

列や生徒別に知識構築を研究できるので

す。

東南アジア系公立高校Middle field high

Schoo l：昼食後、郊外の住宅地にある

Middle field high schoolを訪れました。こ

の学校は、エドモントンのWP Wagnerの

先生が紹介してくださった学校で、生徒の

9割が東南アジア系です。Mr. Lyle Sadavoy

が学校全体を紹介して下さったのち、実際

の授業風景は、Ms. Janani Pathyが案内し

て下さいました（写真13）。この学校の生

徒は、母国で迫害されてきた母親が、科学

技術を、女性の社会進出の一つの大きな武

器として奨励しているので、理科の成績の

良い子には女性が多く、むしろ男性の科学

離れが問題になっているそうです。実際、

Lyleのクラスで女生徒にインタビューした

ところ、文系少女たちも「サイエンスは大

好き」「真実がはっきりしているし、その思

考経路も好き」とにっこり笑います。また、

入学当初に配布されるScience program紹

介の冊子で、様々なサイエンスチャンスが

奨励されるので、科学が好きな子がどんど

んチャレンジできる土壌がありました。

Gir ls  can do everyth ing!トロン

ト名門女子校
＊：最後に訪れた学校は、

Bishop strachan schoolです。1867年に創

立以来“Girls can do anything”をモット

ーとして掲げるこの高校は、自由でのびの

びとした校風を持っていました。出会う先

生は皆さん目が輝いていて、「教えるのは

大変だけど、楽しいわ」と熱意に溢れてい

ました。理科室にはコンピューターが 1 人

1 台 配布されており、教科書は大学用で、

発展的な科学クラスを履修すれば大学2年

生から入れる制度があり、「設計」クラスで

は、専任の先生がCADを教えているなど、

写真11：Massey collegeの人々。左
からSheila、寮長、中島さん、筆者、
京大からの留学生、Dan、Mayu。
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大学で科学技術を専攻したくなるような教

育システムが整っていました。

3 最後に

カナダへの架橋：帰国後驚いたことは、日

本でのカナダ報道の少なさでした。日本の

子どもたちがカナダの子どもたちに触れる

機会など皆無に等しいのです。今回の私の

経験が、今後カナダを訪れる人々、そして

日加の子どもたちをつなぐことに生かされ

るよう、努力していきたいと思っています。

そもそも今回、私が小学校で実験教室をで

きたのは、その小学校でゲストティーチャ

ーをした友人が、先方に直接コンタクトを

取って下さったからです。また、頼れる人

脈と行動力をもった素晴らしい方々が、多

くのご友人を紹介してくださったので、安

心した、充実した旅をすることができたと

思います。一つ残念だったのは、学校のセ

キュリティ問題です。日本と同様、都市に

なればなるほど授業の撮影許可は下りませ

んでした。本来は、社会にも、世界にも開

いていくべき学校環境のなかで、セキュリ

ティのために生徒が社会から完全に隔離さ

れていくことに、私は疑問を感じました。

移民国家カナダと単一民族国家日本：カナ

ダの教育で一番深刻なのは、母国語の問題

だと感じました。英語を話せない子どもや

識字率の低い国からの子どもをどう教育す

るか。子どもの語学教育を思えば、英語が

苦手な子も得意な子も同じクラスにしたほ

うが良いのですが、言葉が通じない、先生

の言うことが分からないというのは、子ど

もにとって相当のストレスで、授業破壊に

もつながります。しかし、英語の苦手な子

だけでクラスを作ると、語学の差は広がる

ばかりなのです。

日本には、日本らしい科学技術の振興の

方法があるように思います。日本人の「違

いの少なさ」をもっと自覚して、その良い

面（識字率100％等）を活かして教育を展開

していけば良いように思います。また、今

後、少子化に伴って移民の問題が出た際に

は、日本語教育システムの徹底、日本語教

師の育成も本気で考えた上で望んで欲しい

と思いました。

最後に、以前から感じていた事ですが、

やはり、授業は生き物でした。そして科学

は世界共通の文化でした。「次々に教室の

各所で感動や学びが起こる」興奮を感じる

10日間でしたし、あまりの楽しさに、時差

写真13 Middle field高校の科学の
先生たち。左から Pathy先生、
Wong先生、Sadavoy先生、 Hunte
先生。

写真12 ICSの4年生の先生。左から
担任の先生、筆者、OISEのMs.Chew、
副担任の先生。
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ぼけなどを感じない日々でもありました。

今回の経験を通じて、私は、カナダの科学

教育を支える背景として、①移民政策の影

響で人種に多様性があり、クラスでの学び

に深みが増す事、②ボランティア精神に富

み、科学者のアウトリーチ活動が盛んであ

る事、③英語を母国語としない移民は、親

が子どもに成功の鍵として科学技術分野へ

の進学を奨励する事、④国民がacceptable

で、差別が少なく女性が元気である事、⑤

女性の科学進学を支援する制度が整ってい

る事、を感じました。
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